
2016 年度多文化関係学会 第 1 回理事会 

議事録 

 

 

日時：2016 年 5 月 21 日（土）12：00－13：05 

場所：神田外語学院 本館 6 階 1-601 教室 

出席（敬称略、以下同）9名：石黒、奥西、笠原、渋谷、田中、出口、中川、湊、

山本 

委任状 4 名：長谷川、原、守崎、山田 

 

報告事項 

1. 事務局 

学会誌バックナンバーの J-Stage への移行手続き状況報告、5 月以降退会希

望者の対応確認、2015 年度収支決算書の説明があった。 

会員動向に関連し、学生会員の会員情報アップデート徹底のための方法を検

討することとなった。 

 

2. 各委員会報告 

<関東地区研究会>5 月 21 日に第 1 回を開催。第 2 回目は 2 月又は 3 月に予

定。 

<関西中部地区研究会>7 月 29 日に第 1 回開催予定。第 2 回は 10 月 16 日に

SIETAR および JALT との共催で実施する。 

<中国四国地区研究会>6 月 4 日に第 1 回開催予定。 

<九州地区研究会（※メール）>今年度は 2 回開催を検討。2015 年度は 3 月

10 日に九州大を会場に 1 回開催した。参加者は 10 名＋スピーカー1 名 

<編集>第 13 巻は近年最高の投稿本数となっている。ただし編集委員が 1 名

欠員のままなので、早い補充が望まれる。 

<学術>大会の査読体制を整備した。石井賞の審査体制はこれから整備する。 

<広報>HP は順調に運営できている 

 

3. 年次大会について 

[2016佐賀大会] 応募状況を見ながら発表締め切り(6/1)の 1週間延長を検討



する。査読は 6 月中旬に行い、速やかに応募者に通知、抄録原稿を 7 月 20

日締め切りとし、抄録を作成する。一般参加申し込み締め切りは 7 月 20 日。

（※なお、2015 岡山大会をもとにした英語プレゼン指南の冊子を、佐賀大

会プログラムに同封する予定。） 

[2017 北海道大会] 準備委員会を経てプレカンファレンス（アイヌ博物館訪

問）、シンポジウム、キーノートスピーチの内容を検討。 

 

協議事項 

1. 2016 年度予算案について 

提出された予算案に基づき審議を行い、了承された。 

※J-Stage 管理費は、CiNii 終了による。来年度以降は毎年 2.1 千円が必要。 

2. 特定課題研究の募集・選考スケジュール等について 

今年度再募集の募集要項、応募用紙、スケジュールについて検討を行い、

提案に沿った形で募集を行うことが了承された。 

なお、注意点としては 

 支援金は年度を区切りとするが、研究実施期間ついては暦通り 1 年又は

2 年とする。ただしこの措置は今回の再募集のみに適用するものであり、

来年度以降は年度初めから支援が始められるようにスケジュールを設

定する。 

 成果物としての論文は通常の手続きをとって本学会誌に投稿し、査読を

経て掲載が決定すれば、特定課題研究であることを明示して掲載する。 

 

その他、今後協議が必要な事項が出てきた場合は、理事会のメーリングリスト

等で審議することとした。 

なお、次回の理事会(7 月)について日程は未定。 

以上 


